
SHINJO PUBLIC RELATIONS  No.588

広 報 

新庄市ホームページ 
http://www.city.shinjo.yamagata.jp 
E-mail  info@city.shinjo.yamagata.jp

2006
12

住民税が変わります・・・・・・・・・・・・・・2 

障害福祉計画策定方針・・・・・・・・・・・・・・4 

指定管理者制度導入後の状況・・・・・・・・・・・・・・6 

雪国のルールを守って快適な暮らし・・・・・・・・・・・・・・8 

江戸だより／いきいき新庄人・・・・・・・・・・・・・・・9 
しんじょう見聞録・・・・・・・・・・・・・・・10 

12月のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・12 

特色ある教育活動の創出・・・・・・・・・・・・・・・14

萩野小学校二枚橋冬季分校開校式（12月1日） 

昭和59年の市制施行35周年を記念して市

民アンケートから選ばれたもの。新庄の大地

に深く根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、

未来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。 

市の木［モミ］ 
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・200万円までの課税所得は税率5％ 
・200万円～700万円までの課税所得は税率10％ 
・700万円超の課税所得は税率13％ 
■例えば、課税所得が300万円の場合 
200万円×5％＋（300万円－200万円） 
 　　　　　　　　　×10％＝20万円 

・課税所得にかかわらず、一律税率10％ 

■例えば、課税所得が300万円の場合 
 　300万円×10％＝30万円 
※実際の課税は、人的控除の差に対応した 
　減額措置があります。 

平成18年度分まで 平成19年度分から 

▲0 ▲0 （課税所得） ▲200万円 ▲700万円（課税所得） 

（市民税6％・県民税4％） 
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●Ｑ
 
 
ど
う
変
わ
る
の
？

■Ａ
 
 
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が　

％
に

10

統
一
さ
れ
ま
す
。従
来
、住
民
税
の
所
得

割
の
税
率
は
三
段
階
の
超
過
累
進
構
造

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
所
得
の
多
い

少
な
い
に
関
わ
ら
ず
一
律　

％
の
比
例

10

税
率
構
造
に
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
高
額
所
得
者
の
多
い
地

域
に
税
収
が
集
中
す
る
こ
と
な
く
税
源

移
譲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。（
こ
の
改
正

は
、十
九
年
六
月
徴
収
分
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
）

●Ｑ
 
 
ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

■Ａ
 
 
「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」と

い
う
方
針
で
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体

改
革
。地
方
自
治
体
は
国
が
国
税
と
し

て
集
め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助
金

や
地
方
交
付
税
な
ど
を
受
け
て
お
り
、そ

の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は
自
主
性
が
高
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、地
方
自
治
体

が
自
主
的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、住
民

に
と
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責

任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
国
税

か
ら
地
方
税
へ
、税
そ
の
も
の
の
形
で
三

兆
円
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
九
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り

あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

地
方
が
自
主
性
を
発
揮
し
、よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
進
め
ら
れ
て
き
た
国
の
三
位
一
体
改
革
。

そ
の
一
環
と
し
て
、国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税（
市
民
税
・
県
民
税
）へ
三
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
伴
い
、み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民
税
が
十
九
年
度
分
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度 

税
制
改
正

　

十
九
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
割
の
税
率
構
造
の
改
正

　

表
1
の
と
お
り

②
所
得
割
の
申
告
分
離
課
税
に
係
る
税

率
割
合
等
の
改
正

　

所
得
割
の
分
離
課
税
に
係
る
税
率
割

合
を
市
民
税（
6
割
）県
民
税（
4
割
）

に
統
一

③
人
的
控
除
額
の
差
に
基
づ
く
負
担
増

の
減
額
調
整
の
新
設

④
山
林
所
得
の
5
分
5
乗
、平
均
課
税

の
廃
止

　

変
動
所
得
及
び
臨
時
所
得
に
対
す
る

平
均
課
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

⑤
定
率
減
税
の
廃
止

　

十
一
年
度
以
降
適
用
さ
れ
て
い
る
定

率
減
税
の
廃
止

表1

�

●
課
税
所
得
と
は
？

　

給
与
や
事
業
収
入
な
ど
は
税
法
上「
収
入
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。「
課
税
所
得
」と
は
、こ
の「
収

入
」か
ら
給
与
所
得
控
除
や
事
業
を
行
な
う
上

で
必
要
な
経
費
を
差
し
引
き
、さ
ら
に
基
礎
控

除
、扶
養
控
除
、社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
諸

控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
の
こ
と
で
す
。

こ
の「
課
税
所
得
」に
税
率
を
か
け
た
も
の
が
税

額
と
な
り
ま
す
。
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個々の納税者の 
負担合計額は同じ 

10％ 
2％ 3％ 

3％ 
5％ 10％ 

13％ 

8％ 

10％ 
20％ 

30％ 
37 
％ 

4段階 移譲前 

所得税 住民税 

20 
％ 

23 
％ 

33 
％ 

40 
％ 

5％ 

6％（市民税） 

10％比例税率 

4％（県民税） 

6段階 移譲後 

所得税 住民税 

10 
％ 

と
住
民
税
の
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し

た
減
額
措
置
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、年
間
の
住
民
税
と
所
得
税
と

を
合
わ
せ
た
全
体
の
税
負
担
は
、税
源
移

譲
の
前
後
で
年
間
の
収
入
や
諸
控
除
額

に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
の
で
、納
税
者
の
収
入
の
増
減
な
ど
、他

の
要
因
に
よ
り
実
際
の
税
額
は
変
わ
り

ま
す
。ま
た
、十
九
年
度
か
ら
は
定
率
減

税
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、納
税
者
の

税
額
は
、少
な
く
と
も
定
率
減
税
廃
止

分
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
と
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な

る
所
得
の
時
期
が
異
な
る
こ
と（
所
得
税

は
そ
の
年
に
得
た
所
得
に
課
税
さ
れ
、住

民
税
は
前
年
に
得
た
所
得
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
）や
、十
九
年
度
か
ら
先
に

住
民
税
を
多
く
納
め
、そ
の
後
に
所
得
税

を
少
な
く
納
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、前

年
と
そ
の
次
の
年
の
収
入
や
諸
控
除
額

●Ｑ
 
 
税
負
担
は
増
え
る
？

　
 
減
る
？

■Ａ
 
 
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民

税
所
得
割
額
が
一
律　

％
の
比
例
税
率

10

と
な
る
こ
と
か
ら
、今
ま
で
5
％
の
最
低

税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
た
多
く
の
納
税
者

の
住
民
税
負
担
額
は
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、国
が
集
め
る
所
得
税
の

税
率
構
造
も
変
更
さ
れ
て
所
得
税
の
負

担
額
が
減
る
た
め
、年
間
の
住
民
税
と
所

得
税
と
を
合
わ
せ
た
全
体
の
税
負
担
が

変
わ
る
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、住
民
税
に
つ
い
て
最
低
税
率

が
5
％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

10

最
高
税
率
が　

％
か
ら　

％
に
引
き
下

13

10

げ
と
な
り
ま
す
が
、所
得
税
は
逆
に
最

低
税
率
が　

％
か
ら
5
％
に
引
き
下
げ

10

ら
れ
、最
高
税
率
が　

％
か
ら　

％
に

37

40

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
、そ
し
て
所
得
税

（単位：万円）表4

差所得税住民税人的控除

53833基礎控除

53833配偶者控除

53833扶養控除

186345特定扶養控除

※上記は主な人的控除

例1）独身者の場合
負担
増減額

=
税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲前（単位：円）
給与収入

合　計住民税所得税合　計住民税所得税
0円188, 500126. 50062, 000188, 50064, 500124, 000300万円
0円421, 000260, 500160, 500421, 000163, 000258, 000500万円
0円781, 000404, 500376, 500781, 000307, 000474, 000700万円
0円1, 519, 000650, 500868, 5001, 519, 000553, 000966, 0001, 000万円

例2）夫婦＋子ども2人の場合
負担
増減額

=
税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲前（単位：円）
給与収入

合　計住民税所得税合　計住民税所得税
0円9, 0009, 00009, 0009, 0000300万円
0円195, 000135, 50059, 500195, 00076, 000119, 000500万円
0円459, 000293, 500165, 500459, 000196, 000263, 000700万円
0円1, 130, 000539, 500590, 5001, 130, 000442, 000688, 0001, 000万円

○夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
○一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
○税源移譲による負担変動を示すものです。

表2

表3

◎詳しくは、税務課課税室市民税担当へ。�内線142・143

住
民
税
と
所
得
税
の

人
的
控
除
の
差
に
つ
い
て

　

現
在
、住
民
税
と
所
得
税
で
は
、扶
養

控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
人
的
控
除

額
に
差（
表
4
の
と
お
り
）が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
同
じ
収
入
金
額
で
も
、住
民

税
の
課
税
所
得
は
、所
得
税
よ
り
も
多

く
な
る
の
で
、住
民
税
の
税
率
を
5
％
か

ら　

％
に
引
き
上
げ
た
場
合
、所
得
税

10
の
税
率
を
引
き
下
げ
た
だ
け
で
は
、税
負

担
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、納
税
者
の
人
的
控
除
の
適

用
状
況
に
応
じ
て
、住
民
税
を
減
額（
人

的
控
除
調
整
額
を
新
設
）す
る
こ
と
で
、

納
税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　

な
お
、所
得
税
に
つ
い
て
も
十
九
年
分

所
得（
二
十
年
三
月
十
五
日
申
告
期
限
）

か
ら
大
幅
に
税
率
体
系
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

が
同
じ
で
あ
れ
ば
、税
源
移
譲
に
よ
っ
て

全
体
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、給
与
か
ら
所
得
税
や
住
民
税

が
差
し
引
か
れ
て
い
る
人
は
、所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
十
九
年
一
月
か
ら
減

り
、住
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
が
十
九

年
六
月
か
ら
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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【
国
の
基
本
的
な
指
針
】

　

国
は
、市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
が

策
定
す
る
計
画
の
基
本
指
針
を
定
め
ま

し
た
。そ
の
主
な
内
容
は
、平
成
二
十
三

年
度
を
目
標
と
し
て
、ど
の
障
害
者
も
同

じ
制
度
の
も
と
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
営
む
姿
を
描
き
、入
所
施
設
か
ら
出

て
地
域
で
生
活
す
る
人
の
割
合
や
、一
般

社
会
で
の
就
労
に
移
行
す
る
人
の
目
標

値
な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、国
は
、基
本
指
針
に
即
し
て
市

町
村
お
よ
び
都
道
府
県
が
そ
の
目
標
を

ど
の
よ
う
に
達
成
す
る
の
か
を
定
め
る
よ

う
に
法
で
規
定
し
ま
し
た
。

【
市
の
計
画
策
定
方
針
】

　

市
に
お
い
て
も
、地
域
生
活
に
移
行
す

る
人
や
一
般
社
会
で
の
就
労
に
移
行
す

る
人
の
目
標
値
は
、国
の
指
針
を
基
本
と

し
つ
つ
、地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
表
1
）」や「
地
域
生
活
支
援
事
業（
表

2
）」ご
と
に
、現
在
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
の
状
況
や
利
用
し
て

い
る
施
設
の
新
体
系
へ
の
移
行
計
画
な
ど

を
聴
き
取
り
調
査
し
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
算
出
し
ま
す
。

【
市
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
】

　

十
月
現
在
で
各
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
市
内
の
指
定
事
業
所
の

状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
事
業
所

　

居
宅
介
護（
重
度
訪
問
介
護
を
含
む
）

が
六
事
業
所
、行
動
援
護
が
三
事
業
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。重
度
障
害
者
等
包
括

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
所

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、療
養
介
護
な
ど
、他

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
よ
り
対
応
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
日
中
活
動
系
の
指
定
事
業
所

　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
二
事
業
所
、短

期
入
所
が
一
事
業
所（
最
上
学
園
）と

な
っ
て
お
り
、療
養
介
護
・
生
活
介
護
・
自

立
訓
練
・
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支

援
の
各
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、市
外
に
あ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
所
を
利

用
し
て
い
る
状
況
で
す
。入
所
施
設
か
ら

地
域
生
活
へ
移
行
す
る
た
め
に
は
、こ
れ

ら
の
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

受
け
皿
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
事
業
所

　

共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、市
内
に
二
事
業
所

あ
り
、知
的
障
害
を
対
象
と
し
た
も
の
と

精
神
障
害
を
対
象
に
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。施
設
入
所
支
援
に
つ
い
て
は
、市

外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
が

未
整
備
の
状
況
で
あ
り
、当
面
は
、現
在

利
用
し
て
い
る
施
設
の
新
た
な
施
設
体

系
へ
の
整
備
計
画
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

現
施
設
の
利
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
考
え
て
い
ま
す
。

【
ご
意
見
・
提
言
を
ど
う
ぞ
】

　

市
は
、計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査

項
目
と
し
て
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
表

1
）」「
地
域
生
活
支
援
事
業（
表
2
）」に

具
体
的
な
事
業
名
を
挙
げ
て
い
ま
す
。こ

の
事
業
内
容
や
他
に
必
要
な
事
業
な
ど
、

計
画
の
策
定
方
針
に
対
す
る
ご
意
見
や

ご
提
言
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
言
は
、「
新

庄
市
障
害
者
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
」

に
お
い
て
、計
画
原
案
の
審
議
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、福
祉
事
務
所
高
齢
障
害

支
援
室
へ
。�
内
線
5
4
6
・
5
4
8

新庄市障害福祉計画
策定方針への意見・提言の募集

障害福祉計画は、障害者自立支援法に基づく、障害福祉サービスや相談支援ならびに
市町村や都道府県の地域生活支援事業の提供体制を整備し、

障害者への自立支援給付および地域生活支援事業の円滑な実施を確保するための
基本的な計画として、各自治体に策定を義務付けられました。

市は、今年度中の障害福祉計画策定に向け作業を進めていますが、
計画策定方針に対する皆さんのご意見やご提言を募集します。

○
提
出
方
法

用
紙（
様
式
は
自
由
）な
ど
に
記
入

し
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
な
ど
で

○
提
出
期
限　

　
　

年
1
月　

日（
水
）

19

31

○
送
付
先　

　

‐　

新
庄
市
沖
の
町　

｜ 　

996

8501

10

37

「
新
庄
市
福
祉
事
務
所
高
齢
障
害

支
援
室
」あ
て

・
フ
ァ
ク
ス 　

｜

2
4
6
9

23

・
メ
ー
ル 

hukusi@
city.shinjo.yam

agata.jp



広  報 12. 8  2006�

表1　障害福祉サービス
対象者内　　容事業名

障害程度区分※  1以上入浴、排せつまたは食事の介助など、身体の介護を中心としたサービス
を提供します。

居宅介護
（ホームヘルプ）

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

障害程度区分  4以上入浴、排せつまたは食事の介護から外出時の移動支援までを行う
総合的なサービスを提供します。重度訪問介護

障害程度区分  3以上知的障害や精神障害により、行動の際に生じうる危険回避のため
の援護や外出時の移動を支援します。行動援護

障害程度区分  6居宅介護をはじめとする福祉サービスを包括的に支援します。重度障害者等
包括支援

障害程度区分  3以上事業所において日常生活上の支援や身体能力、日常生活能力の
維持・向上を目的とした介護を実施します。生活介護

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

地域生活を営む上で身体機能・生活
能力の維持向上のため一定の支援
が必要な人

地域生活への移行、地域生活を営む能力の向上を目的として、事
業所への通所や利用者の自宅への訪問などを組み合わせた訓練を
実施します（機能訓練と生活訓練）。

自立訓練

適性にあった職場への就労などが見
込まれる65歳未満の障害者

適性にあった職場への就労・定着を目的とした訓練・指導などを実
施します。就労移行支援

生産活動にかかる知識及び能力の向
上や維持が期待される人就労への移行に向けた支援を目的とした訓練を実施します。就労継続支援

障害程度区分  6病院などへの入院による医学的管理のもと、身体能力や日常生活
能力の維持・向上を目的とした介護・訓練などを実施します。療養介護

療育を必要とする障害児日常生活における基本的動作の習得や集団生活に適応することが
できるよう、適切な指導および訓練などを実施します。児童デイサービス

障害者にあっては、障害程度区分 1
以上

居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、短期間
の入所を必要とする障害者（児）に、排せつまたは食事などの介護
や日常生活上の支援を行います。

短期入所

就労または日中活動を利用している
知的障害者・精神障害者で援助が
必要な人

家事などの日常生活上の支援や日常生活における相談支援、
日中活動にかかる事業所など関係機関との連絡調整を目的とし
た支援を行います。

共同生活援助
（グループホーム）居

住
系

サ
ー
ビ
ス 生活介護利用者のうち、障害程度区

分  4以上
日中活動と合わせて夜間などにおける入浴、排せつまたは食事の介
助など、支援施設での介護・支援などを行います。施設入所支援

※障害程度区分とは…身体・知的・精神障害者へのサービスがどのくらい必要な状態であるかを客観的に示すために厚生労働省令で定められた区分

表2　地域生活支援事業
内　　容事業名

障害者（児）またはその保護者などからの相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のために必要な援助を実施
します。相談支援事業

聴覚、音声機能または言語機能の障害者が円滑な意志の疎通を図ることができない場合に、手話奉仕
員を派遣して意志の伝達手段を確保します。

コミュニケーション
支援事業

自立した日常生活を営むのに必要とする用具を、障害の種別・程度に応じて給付または貸与。また、在宅の
重度身体障害者が日常生活を営むために必要な段差解消などの住環境の改善を行う場合に支援します。日常生活用具給付事業

視覚障害者の外出支援や重度身体障害者の移送サービスを支援します。移動支援事業

地域活動支援センターにおいて、障害者（児）が創作的活動または生産活動の場を確保するため、セン
ターの機能強化を支援します。

地域活動支援センター
機能強化事業

福祉ホームなどに居住している重度身体障害者に、日常生活を地域の中で自主的に営むのに必要な介
助サービスを支援します。身体障害者自立支援事業

就労移行支援事業または旧法施設の更生訓練を受けている者等の訓練などを受けるために必要な支援
を行います。更生訓練費給付事業

知的障害者の更生援護に熱意を有する事業経営者等の私人（職親）に預け、生活指導および技能習得
訓練などを行う場合に支援します。知的障害者職親支援事業

日中において監護する者がいないため、一時的に見守りなどの支援が必要な障害者（児）の日中における
活動の場の確保と支援を行います。日中一時支援事業

障害者の社会参加の促進を図るために、スポーツ・レクレーション教室や芸術・文化講座の開催、声の広
報などの発行事業や手話奉仕員養成研修事業を実施します。社会参加促進事業
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四季語り “夏語り”（7月30日／ふるさと歴史センター）

四季語り “春語り”（6月4日／民話茶屋） 

コ
ス
ト
面
の
評
価
が
課
題

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、従
来
の
業
務
委

託
と
異
な
り
、「
管
理
者
」と「
市
」が
よ
り

対
等
の
立
場
で「
協
定
」に
基
づ
き
施
設
を

運
営
す
る
制
度
で
す
。利
用
者
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
面
で
の
評
価
は
、各
指
定
管
理
者
の
奮

闘
で
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、「
よ
り
低

コ
ス
ト
で
高
い
評
価
」と
い
う
難
し
い
命
題
を

実
現
す
る
た
め
、歳
入
確
保
対
策
な
ど
、今

後
と
も
管
理
者
と
市
が
と
も
に
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
間
の
感
覚
を
導
入

●
新
庄
・
最
上
さ
く
ら
が
丘
斎
苑

（
㈱
ヌ
マ
ザ
ワ
）

　

公
募
に
よ
る
選
考
を
経
て
指
定
管
理
者

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。施
設
の
環
境
整
備
に

力
を
入
れ
、特
に
職
員
の
接
遇
は
外
部
講
師

に
よ
る
研
修
を
行
う
な
ど
、民
間
企
業
の
経

営
感
覚
を
随
所
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。指

定
管
理
者
自
ら
が
利
用
者
満
足
度
調
査
を

実
施
し
、問
題
点
に
は
そ
の
都
度
対
応
し
て

お
り
、訪
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
施
設
の
運

シリーズ  新しい市役所づくり

 
生
涯
学
習
課 
編

職
場
紹
介 

市
役
所
の
仕
事

生
涯
学
習
課
の
仕
事
っ
て
？

　

生
涯
学
習
課
で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
の
人
間
形
成
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
機
会
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、職
員

は
本
庁
舎
と
八
施
設
二
十
五
人
体
制
で

す
。

　

市
に
は
八
つ
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

が
あ
り
、市
民
が
自
然
・
文
化
・
歴
史
・
芸

術
鑑
賞
や
体
験
学
習
、交
流
や
創
作
活

動
を
通
し
て
、地
域
で
の
健
や
か
な
暮
ら

し
の
た
め
の
施
設
環
境
整
備
と
文
化
・
学

習
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
仕
事
は
？

①
子
ど
も
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り

②
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
と
体
験
の
場

の
体
制
づ
く
り
と
支
援

③
学
校
ぐ
る
み
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
高
校
や
青
少
年
教
育
施
設
で

の
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

や
社
会
教
育
関
係
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
、市
民
一
人
ひ

と
り
の
特
技
や
能
力
を
生
か
し
た「
市

民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」の
推
進

④
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、

真
に
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
生
活
の
中

で
実
感
し
、充
実
し
た
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
に
、美
術
・
演
劇
・
音
楽
・
舞
踊

な
ど
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
、地
域
の

サ
ー
ビ
ス
面
で
高
評
価　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

創
意
と
工
夫
で
順
調
な
滑
り
出
し

営
に
高
い
好
感
度
を
示
し
て
い
ま
す
。沼
澤

正
則
社
長
は
、「
職
員
が
誇
り
を
持
て
る
仕

事
に
し
た
い
。今
後
と
も
責
任
を
も
っ
て
努

力
し
ま
す
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

地
域
で
育
む
気
持
ち
を
大
切
に

●
萩
野
児
童
セ
ン
タ
ー

（
萩
野
児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
委
員
会
）

　

保
護
者
と
地
域
代
表
者
で
管
理
委
員
会

を
設
立
し
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。要
望
が
多
か
っ
た
利
用
時
間
の
延
長
を

実
施
す
る
と
も
に
、利
用
料
の
口
座
振
替
な

ど
市
直
営
施
設
よ
り
進
ん
だ
制
度
も
導
入

し
ま
し
た
。矢
口
ナ
ヲ
子
館
長
は「
保
護
者

と
職
員
の
熱
意
の
お
か
げ
で
す
」と
語
り
ま

す
が
、十
月
に
実
施
し
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、回
答
者
全
員
が
施
設
運
営
に
満
足

と
回
答
す
る
な
ど
、利
用
者
・
地
域
の
声
を

尊
重
し
た
運
営
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
取
り
組
み
を
意
欲
的
に
展
開

●
升
形
児
童
館（
升
形
児
童
館
管
理
委
員
会
）

　

萩
野
児
童
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に「
管
理
委

員
会
」が
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。利
用
時
間
の
延
長
、お
か
ず
給
食
の
実

施
、土
曜
保
育
の
改
善
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
な
ど
、実
に
多
彩
な
運
営
を
展
開
し
て
い

ま
す
。五
十
嵐
美
紀
子
委
員
長
は「
初
年
度

な
の
で
、ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
い
ろ
い
ろ
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
」と
意
欲
を
語
り
ま
す
。こ
の

児
童
館
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
者
全
員
が

高
い
満
足
度
を
示
し
て
お
り
、取
り
組
み
の

意
欲
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
移
行
を
意
識

●
市
民
球
場
・
武
道
館
・
市
民
ス
キ
ー
場

（
新
庄
市
施
設
振
興
公
社
）

　

公
募
に
よ
る
選
考
を
経
て
昨
年
ま
で
の
委

託
業
務
を
引
き
継
ぎ
、三
施
設
の
指
定
管

理
者
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。委
託
業
務
時
以

上
に
施
設
整
備
を
心
が
け
、細
部
に
わ
た
り

利
用
者
側
に
立
っ
た
配
慮
を
心
が
け
て
い
ま

す
。利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
球
場
で
二
十

四
％
、武
道
館
で
三
十
二
％
の
人
が
使
い
や

す
く
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。「
気
持
ち

を
切
り
替
え
接
遇
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。今
後
、ス
キ
ー
場
も
が
ん
ば
り
ま
す
」と

渡
部
正
七
事
務
局
長
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
が
施
設
を
直
営
で
管
理
す
る
時
代
か
ら
、民
間
の
力
に
よ
る
新
し
い
施
設
運
営
を
目
指
し
て
、四
月
か
ら
六
施
設
で

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。十
月
に
実
施
さ
れ
た
施
設
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
評
価
を
踏
ま
え
、

半
年
間
の
各
施
設
で
の
取
り
組
み
を
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。



広  報 12. 8  2006�

四季語り“秋語り”
（10月15日／国重要文化財・旧矢作家住宅）

協働のまちづくり

人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
文
化
活
動
を

活
発
に
継
続
し
て
い
く
た
め
の
支
援

⑤
有
形
・
無
形
の
文
化
財
の
保
存
・
活
用

と
整
備
、昔
ば
な
し
な
ど
、大
人
と
子

ど
も
の
交
流
を
通
し
た
伝
統
文
化
伝

承
活
動
へ
の
支
援
、子
ど
も
に
関
す
る

地
域
伝
統
行
事
の
復
活

⑥
各
種
講
座
の
開
講
と
支
援

⑦
女
性
の
人
権
確
立
と
地
位
向
上
を
目

指
す
た
め
の
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
職

場
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
関
連
施
設
】

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
わ
く
わ
く
新
庄
・
図
書

館
・
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
・
市
民
文

化
会
館
・
雪
の
里
情
報
館
・
萩
野
地
区
公

民
館
・
八
向
地
区
公
民
館

　昨年度策定した「雪に強いまちづくり整

備構想」では、家屋が密集する新庄駅前

を中心とした地域（約19ha）をモデル地

域として、道路の除排雪や敷地内の雪処

理について市民・企業・行政が協働して

取り組む仕組みづくりを目指しています。

雪に強いまちづくり整備構想

　新庄・最上地域は県内有数の豪雪地

帯であり、冬期間には雪により生活環境

が一変し、日常生活や産業活動に多大

な影響をもたらしています。また高齢化の

進行による高齢者世帯の増加により雪

処理の負担感が増大し、地域外への人

口流出の大きな原因の一つになっていま

す。

　なかでも既存の市街地では、家屋が密

集し高齢者世帯も多いため敷地内の雪

処理や、歩行者の安全確保が課題と

なっており、その解決のためには行政サー

ビスの提供や自助努力だけでは限界が

あるのも事実です。

　こうした課題を解決し、冬でも安心して

生活できる環境をつくるため、市民・企

業・行政が協力し、役割分担しながら除

排雪する協働のシステムづくりを行ってい

きます。具体的にはモデル地区内での流

雪溝・歩道の無散水消雪などの施設整

備とその利用方法や雪国に対応した家

づくりなど、他の地区でも実践できる雪対

策を発信していきます。

　この構想を踏まえて、今年度は基本計

画を策定するために、ワークショップや策

定委員会などを通じ、モデル地区の住民

をはじめ市民の皆さんと一緒に雪に関す

る課題の把握と対応策について検討して

いきます。

第1回 雪に強いまちづくり
ワークショップ開催
　11月20日、第1回雪に強いまちづくり

ワークショップが行われ、はじめに「市民と

行政の協働による除排雪」について、東

北工業大学教授・沼野夏生氏が県内外

の事例を紹介、新庄市でも互いに知恵を

出しあって取り組んでいこうとの講話があ

りました。

　意見交換の中で参加者からは、「流雪

溝の水量が確保されれば道路の排雪な

どの協働も可能ではないか」「町内でも高

齢者世帯などを把握して助け合うことが

必要」などといった意見が出されました。

※ワークショップ･･･さまざまな立場の人が参画
し、互いが共通して理解できることから出発し、信
頼関係を築きながら、意見を集約していく作業

第2回 雪に強いまちづくりワークショップ
開催のお知らせ

新庄駅前を中心とした地域（モデル地区）での雪の問題やその解決策について

多くの市民による意見交換・検討を行います。どうぞご参加ください。

●対象 どなたでも　●とき 12月20日（水）午後7時～9時
●ところ ゆめりあ会議室（2階）
●コーディネーター　東北工業大学建築学科教授・沼野夏生氏
●申し込み　最上総合支庁建設総務課�28‐7738、市都市整備課�内線530

　この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじ
の普及広報事業費を財源として、地域コミュニティ
（地域社会）活動に助成を行うものです。今回、「中山
自治会」が助成
を受け事業を実
施しました。
●助成対象
　除雪機の整備
●助成額
　180万円

18年度コミュニティ助成事業
～宝くじの助成金で整備しました～

雪に強いまちづくり
市民・企業・行政が一緒に雪処理を考えます

▲第1回雪に強いまちづくりワークショップ（ゆめりあ）
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適量を知って自分を守る
　健康日本21では「節度ある適度な飲酒」として 、1日平
均純アルコールで約20グラムが適当とされています 。こ
れは、ビール（発泡酒を含む）＝中びん1本、清酒＝1合 、ウ
イスキー＝ダブル1杯、焼酎＝1/2合 、ワイン＝2杯にあた
ります（いずれか1種類のみの量です）。ただし 、女性や高
齢者はより少量の飲酒が適当です 。

もしかして･･･アルコール依存症？
　アルコール依存症の人でも 、最初から多量に飲酒してい
たわけではありません。はじめは少量だったものの 、徐々に
アルコールへの耐性と依存性が強まり 、飲酒量が増えてい
きます 。お酒がやめられないのは 、意思が弱いからではなく、
アルコールを体に入れなければ気が済まない身体状態に
なっているという病気なのです 。
　お酒の飲み方を誤るとだれにでも起こりうるものである
ことを理解することが 、予防や治療の第一歩となります 。適
切な治療を受ければ回復できるため 、家族が困るような飲
み方ならば 、早めに専門病院で受診しましょう。また、家族
会や断酒会というものもありますのでご相談ください。

お酒は大人の飲み物です
　法律で禁止されている未成年の飲酒。未成年は心身と

もに発達段階にあり、アルコール分解能力も大人に比べ
て未熟なため 、脳細胞への悪影響 、性ホルモンを産出す
る臓器の機能抑制など成長期にある十代の心身にとっ
て 、飲酒はマイナスとなります 。
　未成年の飲酒動機で最も多いのは「家族の勧め」とい
う調査報告もあります 。周囲の大人たちはアルコールの
害を認識し 、未成年には飲酒を勧めないことが大切です。
　また 、お腹の中にいる赤ちゃんも立派な「未成年者」で
す 。妊娠中に摂取したアルコールは胎盤を通って直接胎
児に運ばれてしまいます 。生まれてくる赤ちゃんのために
も、妊娠中のお酒は、やめましょう。

飲酒の四つのパターン

いきいき健康づくり新庄21（アルコール編）
～あなたの飲み方、大丈夫？～ ◎健康課健康推進室�内線513

■除雪作業にご協力を
○交通の妨げになるので、除雪後の道路に屋根や敷地内の
雪を出さないでください。
○夜間の路上駐車は、除雪作業や通行の障害となるので絶
対にしないでください。

○垣根やブロック塀など除雪作業で破損するおそれがあるもの
には目印をしてください。
○地区内の空地を堆雪場として利用させてください。

■流雪溝の利用ルール
○歩行者の安全と水上がり防止のために、流雪溝の投入口の
下の鉄筋の格子ふたは外さないでください。

○流雪溝に機械での投雪はしないでください。
○開けた投入口のふたは必ず元に戻しましょう。

■安全な雪下しを
○屋根の雪は早めに下ろしましょう。
○落下防止用ロープの装着や複数の人数で作業するなど作
業中の安全対策を心がけましょう。
○雪下ろしは屋根の片側だけを下ろすのではなく、屋根の雪の
重さが均等になるようバランスを考えましょう。

○下ろした雪は道路に出さず適切に処理しましょう
○倒壊のおそれがある空き家の雪下ろしをしましょう。

○電線・電話線の破損に注意しましょう。

■町内でご協力を
○消火栓や防火水槽・カーブミラー・ごみステーションなど、町
内に設置されている安全施設などの除雪については、町内
の皆さんのご協力をお願いします。

宴会や会合など機会があるときだけ
飲む。

［Ａ型］
機会飲酒正

常
域

晩酌や寝酒など習慣的に飲酒する。
［Ｂ型］
習慣性飲酒

「 1 人 で日常行動の合間に少量を飲む」
を繰り返す状態が週に2日以上ある。

［Ｃ型］
少量分散飲酒

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

「1人で飲んで寝て、起きてまた飲む」
を繰り返す状態が週に2日以上ある。

［Ｄ型］
持続深 酩酊 飲酒

めいてい

雪国のルールを守って快適な暮らし
～ちょっとした思いやりと助け合いの心で～ ◎都市整備課�内線525～532

■下田地区／下田地区の升形川 ■福宮地区／浄化センター西側敷地

■仁間地区／新庄市農協仁間倉庫脇 ■泉田地区／泉田河川公園上流

市指定の雪捨て場

至河
川公
園

至浄
水場
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　「せっけんづくりを通して新庄・最上のすばらしさを再

認識しました」と語る大野さんは、6年前から地域の自然

素材を原料に加えた『せっけん』をつくっています。

　｢20歳のときにパーマ液で髪を傷めてしまい悩んで

いるときに手づくりせっけんの本に出会いました。本を参

考に手づくりしたせっけんを使ううちに髪の傷みがみる

みるうちに良くなりました。石油を原料とする合成せっけ

んよりも自然素材と食用油でつくるせっけんは環境にも

役立つのではと思い、自然の素材を使ったこだわりの

せっけんをつくりたいと思うようになりました。

　つくり方は、はじめにオリーブオイルなどの食用油を

40度まで温めます。次に、精製水と苛性ソーダを混ぜ合

わせますが、自然に温度が上がりますので氷水で容器を

冷やし40度まで冷まします。最後に温めたオリーブオイ

ルを入れ20分間かき混ぜます。数時間後にカスタード

状になったら型に移して1カ月間乾燥させて出来上がり

です。基本的なつくり方はこのような流れになりますが、

しっとり感や固さを出すために原料の違う食用油を加え、

まゆ（シルク）やバラ、なら炭やヒノキなど地元の自然の

恵みを詰め込み、見た目でも楽しめるようにバラやハー

トの型を使うなどの工夫をしています。

　地元の自然がいっぱいつまった手づくりせっけんを多

くの人に使ってもらいたいと思い、3年前から販売もはじ

めました。ゆめりあや商店街のイベントなどに出店してい

ます。作品づくりのヒントやアイデアをもらいながらお客

さんと接する機会も楽しみのひとつです。

　12月28日まで雪の里情報館で作品展を開催してい

ます。手づくり作品約50点の展示のほか、せっけんに入

れる自然素材や、手づくりせっけんの作り方などもパネ

ルで紹介しています。つくるときの薬品の取り扱いなど

注意が必要な部分もありますので、自分でつくってみた

いと思う人もぜひ会場に足を運んでもらいたいです。

　地元の自然素材の恩恵を感じて、ますます地元を好き

になりました。これ

からもせっけんを通

して一人でも多くの

人に地域の良さを

伝えていきたいで

す」と大野さんは、

笑顔で語ってくれま

した。

地域の素材で
手づくりせっけ ん

 大野  量美    さん（高壇）
おおの かずみ

　

年
末
恒
例
の
特
別
番
組
の
制
作
で
、深

夜
ま
で
ス
タ
ジ
オ
に
こ
も
る
毎
日
が
続
い

て
い
ま
す
。シ
ャ
ワ
ー
と
仮
眠
の
た
め
に
帰

宅
し
て
、昼
頃
に
出
社
し
て
い
ま
す
が
、街

で
は
早
く
も
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
の
飾
り
つ

け
が
花
盛
り
。暗
く
な
っ
て
か
ら
は
、あ

ち
こ
ち
の
街
路
樹
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し
、街
の
色
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
い
え
ば
有
名
ど
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
、道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

こ
の
時
期
に
東
京
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。街

路
樹
な
ど
の
電
飾
で
は
、丸
の
内
、銀
座

仲
町
通
り
、日
比
谷
、お
台
場
、渋
谷
道

玄
坂
、錦
糸
町
な
ど
、ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ

リ
ー
で
は
東
京
駅
前
の
丸
ビ
ル
や
銀
座

の
有
名
宝
石
店
前
、六
本
木
ヒ
ル
ズ
な
ど
、

そ
れ
か
ら

東
京
タ

ワ
ー
ま
で

が
電
飾
さ

れ
ま
す
。

各
所
、年

末
ま
で
の

開
催
と

な
っ
て
い

ま
す
の
で
、

新
庄
の
み
な
さ
ん
も
東
京
に
来
ら
れ
た

と
き
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。旅

行
会
社
が
用
意
す
る
ツ
ア
ー
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
物
色
し
な

が
ら
自
分
の
足
で
彩
り
鮮
や
か
な
電
飾

を
見
上
げ
て
歩
道
を
歩
く
の
も
い
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、東
京
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
眺
め
て
い
て
も
、確

か
に
見
事
で
す
が
、年
末
の
仕
事
を
か
か

え
て
い
る
の
で
気
ぜ
わ
し
く
な
る
ば
か
り
。

そ
し
て
、「
も
う
十
二
月
に
な
っ
た
な
あ
。

も
う
す
ぐ
正
月
だ
な
あ
。間
も
な
く
新

庄
に
帰
れ
る
な
あ
」と
、故
郷
の
新
庄
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

故
郷
に
帰
る
夜
行
の
新
幹
線
に
乗
る
と
、

東
京
都
内
の
派
手
な
明
か
り
を
離
れ
て

し
ば
ら
く
闇
に
包
ま
れ
た
後
、車
内
の
終

点
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
と
も
に
、新

庄
の
街
の
灯
り
が
見
え
て
き
ま
す
。新
庄

駅「
ゆ
め
り
あ
」の
何
と
も
言
え
な
い
温
か

い
灯
り
が
、わ
た
し
の
帰
郷
を
出
迎
え
て

く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
は
番
組
が
大
晦
日
の
前
日
に
移

行
す
る
の
で
、来
年
の
元
日
に
は
新
庄
に

帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
の
み
な
さ
ん
、風
邪
な
ど
引
か
ぬ

よ
う
に
。

ク 
リ 
ス
マ
ス ・ 
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ 
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
 
に
故
郷
を
思
う

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

小
関
美
保
子
さ
ん

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎ブログ「Miwaちゃんの石けん生活」で情報発信中

▼右が小関さん



季節の話題・市政の動き・催しなどを 
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会場に響き渡るハーモニー
「♪朝日に映ゆる月山の～」と新庄市民

歌の全体合唱で開演した「第44回市民

音楽祭」。市内の各小・中学校やコーラス

グループなど13組が参加しました。日ご

ろの練習の成果を発揮して美しい歌声を

披露した各団体に、会場からは盛んな拍

手が送られていました。

図書館を楽しむ
「第6回としょかんまつり」を開催しました。

佐々梨代子さんの「世界のむかしばなし」、

人俳句会・河俳句会による「俳句展示」、

バルボンさんによる「絵本の病院」、かや

のみ会や新庄南高校の生徒による「おは

なしでてこ～い」、「おりがみ教室」や図書

館の樹齢300年のカヤの木から落ちたカ

ヤの実を使った「クラフト細工」、ハーブで

魔女のほうきを作った「草木で遊ぼう」、本

のリサイクルフェアなど、多彩な催しが行

われ、多くの人でにぎわいました。

生ごみは宝だ
生ごみを単なるごみではなく、たい肥にし

て土にかえすことができる貴重な資源と

考えていこうと、「生ごみは宝だ！」フォーラ

ムが開催されました。栃木県高根沢町の

取り組みを高橋克法町長が基調講演し、

NPO法人有機農産物普及・堆肥化推進

協会・会田節子事務局長が生ごみのた

い肥化事例を紹介しました。その後、生産

者・消費者・行政による意見交換が行わ

れました。

26年の集大成
昭和55年から始まった市史編さん事業が

完了し、『新庄市史』全9巻の執筆に当

たった方 を々パネラーとして「新庄市史出

版完成記念シンポジウム」が開催されまし

た。市史に盛り込まれた新庄・最上の歴

史・自然・民俗の面白いことがらや執筆

時の苦労話などが語られました。

▲「第44回市民音楽祭」で日新小学校6年生が合唱を披露（11月3日／市民文化会館）

▲新庄南高の生徒が絵本を読み聞かせした「第6回としょかんまつり」（11月4日～5日／市立図書館）

▲「食の安全を問う」と題して開催された安部司
氏講演会（11月14日／ゆめりあ）

▲「生ごみは宝だ！」フォーラムでのパネルディ
スカッション（11月11日／市民プラザ）

▲市の花アジサイも植えた2006最上川さくら回
廊記念植樹（11月4日／本合海地区）

▲新庄市史出版完成記念シンポジウム
　（11月23日／市民プラザ）
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長寿100歳のお祝い
須貝とよさん（明治39年11月23日生まれ）

が満100歳を迎え、市からお祝いと賀詞を

贈りました。若いころから農業を営み、夫と

2人で子ども6人を育てあげました。手先

が器用で裁縫が得意だったとよさんの長

寿の秘訣はストレスをためないこと。平成9

年に制定された長寿祝いを受けた人は

須貝さんで22人目となりました。

▲長寿100歳のお祝い（11月29日／ひめゆり荘）

▲「むし歯サミット in 新庄」で表彰された歯の長寿者（11月8日／市民プラザ）

■新庄市歯の長寿者表彰
今田克子（野中）押切かつ子（中道町）阿部文
子（赤坂）内山郊ニ（下田町）渡辺トミ子（松本）
小松正男（若葉町）長沼キヨエ（泉田）廣野吉
太郎（萩野）上村隆一（千門町）沼澤信弘（角
沢）黒坂文雄（高壇）鈴木隆吉（横根山）伊藤キ
ミヨ（東谷地田町）伊藤信雄（宮内町）柏倉市
夫（柏木原）伊藤徳治（萩野）金田敏彦（新町）
小沼安次郎（堀端町）熊谷松江（下西山）佐藤
スエ子（福宮）設楽金治（常葉町）阿部ハルノ
（北町）小松正平（住吉町） 橋利平（堀端町）
萩野秋子（城西町）
■第76回全日本アマチュアボクシング大会
ライトフライ級第3位山口靖（大東文化大）
ライトウエルター級第3位高橋雄介（東京農大）
■第41回山形県発明くふう展
特別賞川瀬拓（日新小）奨励賞吉田博（最上広
域教育研究センター）大内昭（松枝）優良賞奥
山菜奈（沼田小）栗田塁（新庄小）山科颯太（日
新小）富田雄希（新庄小）高山瑞基（昭和小）
■山形県小学生人権書道コンテスト
入選福井寛正（日新）
■社会福祉事業功労者厚生労働大臣表彰
共同募金運動奉仕功労団体表彰
パリス文化服装専門学校
共同募金運動奉仕功労団体特別表彰
新庄市母子寡婦福祉協会・新庄市更正保護女
性会・新庄学区婦人会・日新学区婦人会・沼田
学区婦人会
■社会教育功労者文部科学大臣表彰
半田豊（宮内町）

高 

てえたたを光栄

▲最上地域の資源・技術から生まれた商品や企業の製品が
展示された「もがみ見本市」（11月17日～18日／ゆめりあ）

▲日本塗装工業会最上支部が「らくがきなくし
隊」ボランティア（11月16日／市内2カ所）

▲雪の里情報館満9周年記念式典で市認証
託児所の子どもたちが踊りを披露（11月25日
／雪の里情報館）

▲楽しみながら交通ルールを学んだ
　「第17回かもしかお楽しみ会」
　（11月19日／ゆめりあ）



��

・ら・せ
市役所����������������

イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

― あきらちゃん ＆ ラーメンちゃん ―
あそびうたクリスマスコンサート
○ 12 月23日�午前10時30分開演

○ゆめりあ花と緑の交流広場（入場無料）
◎パリス子ども文化研究所 �23-7880

▼
対
象
団
地  
北
新
町
団
地（
2

戸
）／
1
2
、0
0
0
円
〜
2
0
、

2
0
0
円
、玉
の
木
団
地（
1
戸
）

／
1
0
、4
0
0
円
〜
1
7
、3

0
0
円
、野
際
団
地（
3
戸
）1
8
、

9
0
0
円
〜
4
1
、4
0
0
円

▼
資
格 
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
、②

同
居
親
族
が
い
る（
婚
約
者
可
、　60

歳
以
上
単
身
可
）、③
収
入
基
準
に

合
う（
収
入
の
わ
か
る
書
類
が
必

要
で
す
）④
税
金
の
未
納
が
な
い

▼
申
し
込
み 　

月　

日
�
〜　

12

15

22

日
��
▼
受
付
時
間 
午
前
8
時　
30

分
〜
午
後
5
時（　

日
、　

日
は
午

21

22

後
7
時
ま
で
）

※
優
先
入
居
に
よ
り
抽
選
が
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。内
覧
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。  

�
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

�
内
線 
5
2
3
・
5
2
4

冬
期
運
動
教
室
受
講
生
募
集

▼
対
象 　

〜　

歳（
先
着　

人
）

40

69

20

▼
と
き 　

年
1
月　

日
�
、　

日

19

12

26

�
午
前　

時
〜
正
午

10

▼
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容 
や
わ
ら
か
ダ
ン
ベ
ル
と
す
っ

き
り
ス
ト
レ
ッ
チ

▼
参
加
費 
無
料

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で

10

乳
幼
児
相
談
の
会
場
変
更

　
　

月　

日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

12

26

予
定
し
て
い
ま
し
た
乳
幼
児
相
談

は
改
修
工
事
の
た
め
わ
ら
す
こ
広

場
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。  

�
健
康
課
健
康
推
進
室

�
内
線 
5
1
6

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、有
権
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、毎
年
1
月
1
日
現
在
の
選
挙

資
格
を
調
査
し
、調
製
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、平
成　

年
3
月

19

　

日
か
ら
平
成　

年
3
月　

日
の

31

20

30

期
間
に
行
わ
れ
る
、農
業
委
員
会

に
関
す
る
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、選
挙

人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
で
き
る
人 
次
の
①
〜
③
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

①
平
成　

年
1
月
1
日
現
在
で
市

19

内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
昭
和　

年
4
月
1
日
ま
で
に
生

62

ま
れ
た
人

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
が
あ
り
、

10
耕
作
を
営
む
人
、そ
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
及
び
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、社
員
ま
た
は

株
主
。い
ず
れ
も
年
間
の
耕
作
従
事

日
数
が
お
お
む
ね　

日
以
上
の
人

60

▼
申
請
方
法　

【
農
業
協
力
員
が
い
る
地
区
】

協
力
員
を
通
じ
て
配
布
す
る
申
請

書
に
記
入
し
、協
力
員
に
提
出
。

【
そ
の
他
の
地
区
】

農
業
委
員
会
に
申
請

▼
申
請
期
限 
１
月　

日
�
ま
で  

10

�
農
業
委
員
会
事
務
局

 

�
内
線 
2
5
6

▼
と
き 　

月　

日
�
午
前
9
時

12

24

〜 
▼
と
こ
ろ 
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▼
定
員 　

人
40

▼
受
講
料 
5
、0
0
0
円 

�
事
務
局
・
森 

��　
―

7
2
9
7

22

　

新
庄
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場（
ア
ビ

エ
ス
）と
駅
東
口
交
通
広
場
の
駐
輪

場
を
冬
期
閉
鎖
し
ま
す
。こ
れ
ま
で

駐
輪
場
を
利
用
し
て
い
た
人
は
駐

輪
場
か
ら
移
動
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
移
動
期
限 　

月　

日
�
午
後

12

18

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認

キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

「探しています」と「お譲りします」の内容が反対でした。お詫びして訂正いたします。

健
康
課
か
ら

募
集
と
お
知
ら
せ

駐
輪
場
の
冬
期
閉
鎖
と

自
転
車
の
撤
去

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
申
請

　国民年金や厚生年金受給者の生
存確認が、今年の12月から住基ネットに
より自動的に確認されることになりました。
このため現況届が原則不要になります 。
◎詳しくは、新庄社会保険事務所へ。

�22-2050

年金の現況届が
原則不要になります

　固定資産税の課税の基準日は1月
1日です。今年中に建物を新築・増
築・取り壊した場合、またはその予定が
ある場合はご連絡ください。
◎詳しくは、税務課資産税室へ。  

�内線144

取り壊した建物は
ありませんか

○とき 19年1月4日�午後 3時～5時
○ところ 市民プラザ大ホール
○参加費 1人1,000円
○申し込み 参加費を添え12月22日�まで
◎詳しくは、総務課協働改革室へ。  

�内線218

平成18年度新庄市民新年祝賀行事

新世紀を翔ける
新春市民の集い

～新年の夢を語り、飛躍の年に～

　12月30日�～1月2日�のごみ収
集は休みになります。1月3日�以降は
通常収集します。毎月第1火曜日に
缶・ペットボトルの収集日に当たってい
る地区は1月5日�に出してください。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。  

�内線431・432

年末年始のごみ収集
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お・知1 2月の

5
時
ま
で 

�
都
市
整
備
課
整
備
管
理
室

 

�
内
線 
5
2
5
・
5
2
6

青
年
海
外
派
遣
事
業

　

諸
外
国
の
青
年
と
共
同
生
活
や

交
流
行
事
な
ど
を
通
し
文
化
交

流
・
国
際
理
解
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象 　

歳
以
上（
高
校
3
年
生

18

も
可
） 
▼
と
き 　

年
2
月　

日

19

24

�
、　

日
�
、　

日
�
か
ら
9
日
〜

25

26

　

日
間 
▼
コ
ー
ス 
カ
ナ
ダ
、イ
ギ

15リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ア
メ
リ
カ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

▼
参
加
費  　

万
5
千
円
〜 　

万
円

28

36

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で

15

春
休
み
海
外
派
遣
事
業　
　
　

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、キ
ャ
ン
プ
、ス

ク
ー
ル
体
験
、英
語
研
修
な
ど
を
通

し
て
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象 
小
学
3
年
生
〜
高
校
3

年
生 
▼
期
間 　

年
3
月　

日
�
、

19

24

　

日
�
か
ら
9
日
〜　

日
間

25

13

▼
コ
ー
ス 
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、カ

ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、フ
ィ
ジ
ー

▼
参
加
費  　

万
8
千
円
〜 　

万
円

29

35

▼
申
し
込
み 
2
月
5
日
�
ま
で 

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

��
0
3
―

3
3
5
9
―

8
4
2
1

▼
と
き 　

年
1
月
7
日
�
午
前

19

　

時
〜　

時　

分

10

11

30

▼
と
こ
ろ 
市
民
文
化
会
館

▼
内
容 
操
縦
者
法（
違
反
点
数
や

行
政
処
分
）、試
験
問
題
解
説
と
合

格
基
準
な
ど

▼
申
し
込
み 
事
前
に
電
話
で  

�
マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー

��
0
2
3
4
―　
―

1
7
3
0

35

　

高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学

す
る
学
生
の
入
学
金
や
授
業
料
、ア

パ
ー
ト
の
家
賃
な
ど
の
資
金
を
融

資
し
ま
す
。

▼
融
資
額 
2
0
0
万
円
以
内（
学

生
1
人
あ
た
り
） 
▼
利
率 
年
2
・

3
％（　

月　

日
現
在
）

11

15

▼
返
済
期
間 　

年
以
内

10

▼
返
済
方
法 
毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
）

▼
保
証 
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
1
人
以
上 

�
国
民
生
活
金
融
公
庫
山
形
支
店

��
0
2
3
―

6
4
2
―

1
3
3
1

　
　

℃
以
上
の
高
熱
や
、頭
痛
、関

38
節
・
筋
肉
痛
、の
ど
の
痛
み
や
咳
・
鼻

水
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
早
め
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
手
洗
い
と
う
が
い
を
習
慣
に

②
十
分
な
栄
養
と
休
養
を

③
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
よ
う

南十字星歳末感謝祭
○12月28日�午前10時～午後3時
○南十字星（南本町商店街内）
◎すぎのこハウス �29-4682

○広報しんじょうお知らせ版10月24日号のフリーマーケット情報の

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法

無
料
説
明
会
参
加
者
募
集

国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

④
流
行
期
に
は
人
ご
み
を
避
け
マ

ス
ク
を
着
用
し
よ
う

⑤
流
行
前（　

月
中
旬
）の
予
防
接

12

種
が
効
果
的
で
す  

�
健
康
課
健
康
推
進
室

�
内
線 
5
1
3

　

マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
テ
ロ
資

金
対
策
の
た
め「
金
融
機
関
等
に
よ

る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預

金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止

に
関
す
る
法
律
」（
本
人
確
認
法
）

の
施
行
令
と
施
行
規
則
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

施
行
日（　

年
1
月
4
日
）以

19

降
、　

万
円
を
超
え
る
現
金
の
送

10

金
に
は
送
金
人
の
本
人
確
認
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で

　

万
円
を
超
え
る
現
金
の
振
込
み

10が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。  

�
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

��
0
2
3
―

6
4
1
―

5
1
7
7

本
人
確
認
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

催しなど

 
�開場期間 12 月 29日�（予定）～
19年2月28日�
�開場時間 土・日・祝日・年末年始
（12／30～1／8）は午前9時～午後９時、
平日は正午～午後9時
�無料開放日  12月29日�、19年1
月12日�、2月11日�、28日�
◎詳しくは、市民スキー場へ。  

�25-3915

 
�と  き 1 2月 16日�
　　　 午前10時30分～11時30分
�ところ 市立図書館
�内容 「パンツぱんくろう」などでおな
じみのあきやまただしさんによるギター
を弾きながらのよみきかせなど
�申し込み 事前に電話で（先着100人）
◎入場無料です。詳しくは、市立図書
館へ。  �22-2189

 
�と  き 1 2月 27日�午後6時開演
�ところ 市民文化会館
�曲目 全日本吹奏楽コンクール自
由曲「ケルト・ラプソディー」やアニメ
「ハウルの動く城」ほか
◎入場無料です。詳しくは、神室産業
高校へ。  �28-8775

 
～中小企業の相談に応じます～

�と  き 1 2月 29日�
　　　 午前9時～午後3時
�ところ 新庄商工会議所（市役所
向い）
�応対 商工会議所職員、市職員
◎詳しくは、新庄商工会議所へ。  

�22-6855  

市民スキー場オープン！

絵本作家あきやまただしさん
絵本ライブ

新庄神室産業高校吹奏楽部
第4回 定期演奏会

年末金融特別相談会



��

シリーズ教育――Part.8

画
」で
は
、英
語
・
数
学
の
少
人
数
指
導
、

基
礎
力
テ
ス
ト
、家
庭
学
習
の
充
実
、Ｉ

Ｔ
教
育
の
推
進
、各
教
科
で
の
表
現
力

の
向
上
を
中
心
に
、「
歌
声
力
向
上
計

画
」で
は
、生
徒
の
手
に
よ
る
学
活
・
集

会
活
動
の
充
実
、音
楽
の
時
間
・
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
の
充
実
を
中
心
に
実
践
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

萩
中
生
の
輝
き

　

学
力
向
上
で
は
、こ
こ
数
年
間
の
学

力
検
査
の
結
果
か
ら
年
々
向
上
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

体
力
向
上
で
は
、こ
こ
二
年
間
男
女

と
も
に
地
区
駅
伝
大
会
で
上
位
入
賞
を

果
た
し
て
い
ま
す
。特
に
女
子
は
二
年

連
続
二
位
で
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。さ
ら
に
サ
ッ
カ
ー
県
大
会
準
優

勝
・
東
北
大
会
出
場
、女
子
柔
道
新
人
戦

県
北
大
会
優
勝
・
個
人
優
勝
多
数
、女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
新
人
戦
地
区
優
勝
・
県
北

大
会
二
位
な
ど
部
活
動
で
の
活
躍
も
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歌
声
力
向
上
で
は
、文
化
祭
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
、今
ま
で
に
な
い
素
晴
ら

　

萩
野
中
で
は
、「
自
ら
学
び
、自
ら
考

え
る
生
徒
」を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、

「
よ
い
望
み
を
持
と
う　

よ
い
汗
を
流

そ
う　

よ
い
友
を
作
ろ
う
」の
合
い
言

葉
の
も
と「
師
弟
同
行
」の
心
を
も
っ

て
、教
師
と
生
徒
の
共
通
実
践
を
進
め

て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、目
指
し
て
い
る

こ
と
は
、「
自
ら
の
道
は
自
ら
の
力
に
よ

っ
て
主
体
的
に
切
り
拓
く
生
徒
」の
育

成
で
す
。そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、生
徒

一
人
ひ
と
り
の「
生
き
る
力
」＝「
社
会

力
」を
育
て
る
こ
と
で
す
。文
武
両
道
の

活
動
を
基
盤
に
し
て
体
力
・
精
神
力
を

十
二
分
に
鍛
え
、一
人
ひ
と
り
が
次
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
目
標
を
持
つ

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
萩
中
向
上
計
画
」の
三
本
柱

　

萩
野
中
で
は
、そ
の
合
い
言
葉
を
達

成
す
る
た
め
に
、体
力
向
上
計
画
・
学
力

向
上
計
画
・
歌
声
力
向
上
計
画
の
三
つ

を
大
き
な
実
践
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
体
力
向
上
計
画
」で
は
、朝

の
体
力
向
上
運
動
、全
校
記
録
会
、部
活

動
の
充
実
を
中
心
に
、「
学
力
向
上
計

し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
保
護

者
や
地
域
の

人
た
ち
に
披

露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て

三
年
生
全
員

が
市
民
音
楽

祭
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

三
つ
の
大
き
な
柱
を
中
心
に
し
た

「
萩
中
向
上
計
画
」は
、確
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、生
徒
会
の

執
行
部
に
よ
る
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
も

毎
日
行
わ
れ
て
お
り
、大
き
な
声
で
生

徒
が
あ
い
さ
つ
を
か
け
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
る

中
で
、自
分
た
ち
の
問
題
は
自
分
た
ち

で
解
決
す
る
と
い
う
自
浄
力
も
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
「
合
い
言
葉
」を
胸
に
、三
つ
の
向
上

計
画
の
も
と
、教
師
と
生
徒
に
よ
る
地

道
な
日
々
の
取
り
組
み
を
今
後
も
続
け

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 （

萩
野
中
学
校
）

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
創
出
」

 
昨
年
、市
が
策
定
し
た「
い
の
ち
輝
く
新
庄  
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」を
指
針
に

21

各
校
で
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、萩
野
中
学
校
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

～学びのまち、ふれあいのまち、夢はぐくむまち「新庄」の教育～

　

数
カ
月
前
、台
北
市
立
美
術
館
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。新
庄
出
身
の
画

家
・ 
狩  
野  
探  
令 
の
絵
が
台
湾
で
見
つ
か
っ

か 

の
う 
た
ん 
れ
い

た
の
で
、彼
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
、と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

狩
野
探
令
は
、本
名
を
荒
木
丈
太
郎

と
い
い
、江
戸
末
期
の
安
政
四
年（
一
八

五
七
）、新
庄
藩
士
で
あ
っ
た
荒
木
勝
太

夫
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。幼
児
か

ら
画
才
に
長
け
、十
一
歳
で
、金
沢
町
の

町
絵
師
・
菊
川 
淵  
斎 
に
つ
い
て
修
行
し
、

え
ん 
ざ
い

 
淵  
令  
斎 ・
藤
原 
了
雲 
と
号
し
た
。そ
の
後

え
ん 
れ
い 
さ
い 

り
ょ
う
う
ん

上
京
し
、苦
学
し
な
が
ら
画
業
に
励
み
、

後
に
狩
野
派
の
狩
野
探
美
の
門
人
と
な

り
、探
令
守
純
の
名
を
許
さ
れ
た
。

　

明
治
半
ば
、石
川
県
技
師
や
佐
賀
県

技
師
を
務
め
た
が
、文
部
省
か
ら
美
術

工
芸
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
、ま
た
明

治
三
十
二
年
か
ら
は
七
回
に
わ
た
っ
て

天
皇
の 
御  
前  
揮  
毫 
を
命
じ
ら
れ
、東
宮

ご 

せ
ん 

き 

ご
う

殿
下（
後
の
大
正
天
皇
）の
御
座
船
装
飾

絵
画
の
制
作
を
命
じ
ら
れ
た
り
、展
覧

会
出
品
作
品
が
宮
中
か
ら
買
い
上
げ
ら

れ
た
り
し
た
。大
正
五
年
、狩
野
姓
を
称

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、大
正
十
年
に
は

横
浜
市
鶴
見
の
総
持
寺
襖
絵
に「
雲
竜

台
湾
で
見
つ
か
っ
た

狩
野
探
令
の
絵

体力向上計画で臨んだ地区中駅伝競技大会体力向上計画で臨んだ地区中駅伝競技大会
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～ 

用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、自
分
た
ち
で
作
っ
た
り
ん

ご
ジ
ャ
ム
を
持
参
し
て
障
害
者
福
祉
施

設「
す
ぎ
の
こ
ハ
ウ
ス
」を
訪
問
し
ま
し

た
。ジ
ャ
ム
の
お
礼
に
施
設
利
用
者
か

ら
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
食
を
き
ず

な
と
し
た
交
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

おいしい「りんごジャム」できたよ！
～山形県食農ボランティア支援事業～

　

県
の
食
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業

と
し
て
、果
樹
生
産
農
家
と
福
祉
施
設

の
協
力
に
よ
り
、リ
ン
ゴ
の
収
穫
・
加

工
・
施
設
訪
問
な
ど
を
通
し
、食
農
教

育
を
推
進
し
よ
う
と
、沼
田
小
学
校
の

五
年
生
七
十
九
人
を
対
象
に
体
験
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
の
収
穫
体
験
で
は
、生
産
者

か
ら
生
産
す
る
喜
び
や
苦
労
、栽
培
や

収
穫
の
方
法
な
ど
を
教
わ
っ
た
あ
と
、

赤
く
実
っ
た
リ
ン
ゴ
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

後
日
、子
ど
も
た
ち
は
収
穫
し
た
リ

ン
ゴ
で
ジ
ャ
ム
づ
く
り
に
挑
戦
。細
か
く

切
っ
た
リ
ン
ゴ
に
砂
糖
や
レ
モ
ン
を
加

え
、協
力
し
な
が
ら
リ
ン
ゴ
の
加
工
利

▲手づくりりんごジャムを持参して「すぎのこ
ハウス」を訪問／11月10日

�はなかっぱとグチャットン  ....あきやま ただし
�アンジェリーナおねえさんになる  ...ヘレン・クレイグ
�いいからいいから  ...............長谷川義史
�おおきくなったら  .................ふくだ としお
�ぼくにもそのあいをください  ..宮西　達也
�冬至祭  ............................清水　義範
�馬琴の嫁  .........................群　ようこ
�死顔  ................................吉村　　昭
�僕僕先生  .........................仁木　英之
�還らざる道  ........................内田　康夫
��12星座の恋物語  ..............角田　光代
�華の棺  .............................西村京太郎
�つばき、時跳び  .................梶尾　真治
�絶対、最強の恋のうた  .......中村　　航
�オトコ・ウォーズ  ..................岩井志麻子
�犬坊里美の冒険  ..............島田　荘司
�削除ボーイズ0326  ...........方波見大志
�心にナイフをしのばせて  .....奥野　修司
�打ちのめされるようなすごい本  ..米原　万里
�幼い娼婦だった私へ  ........ソマリー・マム
�二重誘拐  .........................井上　一馬
�奸婦にあらず  ....................諸田　玲子
�ナイチンゲールの沈黙  ......海堂　　尊
�美酒楽酔飲めば天国  .......阿川　弘之
�通天閣  .............................西　加奈子
�剣客春秋 ― 里美の恋 ―  ...鳥羽　　亮
�邪魅の雫  .........................京極　夏彦
�空と海のであう場所  ..........小手鞠 るい
�かんたん！勝負ごはん  .........小栗左多里
�まついさんちの子どもめし  ..まつい なつき

『三角ベース』
～おぼえていますか？～
草野 のりかず 著

●開館時間 午前10時～午後6時
●休 館 日 毎週月曜日、祝日
� 年末年始（12／29～1／3）
◎市立図書館　�22-2189

　映画「ALLWAYS三丁目の
夕日」が大ヒットしたように、いま、
戦後日本の原風景として“昭和30年
代”が注目されています。空き地での野球、缶
蹴り、フラフープと毎日暗くなるまで遊んだ日々。
と言っても、ありがちな回顧録というわけではな
く、生活編、学校編などの分類ごとに著者の想
いがたっぷり詰まった楽しい記録になっています。

新着図書

　手紙を書くことも、もらうことも少なくなりまし
た。今月のテーマ展示は手紙。手紙の書き方、
手紙が重要な鍵となるミステリー、文豪の手紙
などなど。どうぞご覧ください。

● 今月のテーマ展示 ●

「 手  紙 」

▲家庭科調理室でのりんごジャムづくり／
11月8日

の
図
」を
揮
毫
し
て
い
る
。「
台
北
画
房
」

の
毫
名
も
持
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
台
湾

の
台
北
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、彼
が
明

治
三
十
五
年
に
現
在
の
上
野
公
園
付
近

に
転
居
し
、そ
こ
が
当
時「
竹
の
台
」と

称
し
、そ
の
北
側
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

つ
け
た
も
の
で
、彼
は
外
国
に
は
一
度
も

行
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

狩
野
探
令
に
つ
い
て
は
、現
在
酒
田
で

活
躍
中
の
日
本
画
家
・ 
戸  
蒔  
晟  
光 
氏（
新

と 

ま
き 
せ
い 
こ
う

庄
出
身
）が
詳
し
く
、台
北
市
立
美
術
館

に
も
そ
の
旨
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、先
日
、

学
芸
員
が
来
日
し
、戸
蒔
氏
か
ら
様
々

な
資
料
の
提
供
を
受
け
て
帰
国
し
た
と

の
こ
と
。台
北
市
立
美
術
館
で
、狩
野
探

令
の
絵
が
見
ら
れ
る
の
も
間
近
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
生
涯
学
習
課
）

▲今井初子さんの農園（塩野）でリンゴの収
穫を体験／10月31日

今月のおすすめ

体力向上計画で臨んだ地区中駅伝競技大会
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杢
もく

    蔵 山
ぞう

萩野小学校二枚橋冬季分校は、昭和23年に開校してから今年で
58年目 。県内唯一の冬季分校であり、全国でも他に1校しか開校
されていません。今年入校する児童は4人で 、1年生2人、2・3年生
各1人です 。子どもたちは「本校の友だちとはお別れだけど、分校の
みんなと楽しい思い出をいっぱいつくりたいです」と話してくれました。

思い出いっぱい
つくりたい

～萩野小学校二枚橋冬季分校開校式～

���月末現在の新庄人
40, 604人 （40, 965人 ）

21, 124人 （21, 315人 ）女

19, 480人（19, 650人 ）男

13, 460世帯（13, 465世帯）世帯数

10月の異動

31人（19, 823人）出　生

35人（19, 837人）死　亡

90人（19, 103人）転　入

86人（19, 871人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

杢蔵山は、標高1,027メートルの山で 、新庄市街地から望む最
も身近な山として 、市民から親しまれている。古くは「杢葛山
（もっかつさん）」とも呼ばれ 、 葛 の花の咲き誇る山だったのか

くず

もしれない。新庄は 、この山の麓にあたるので「 葛麓 の里」とも
かつろく

言い、また、山形県でただ一人の首相・小磯国昭（新庄出身）
は、雅号を「葛麓」と称した。杢蔵山は市街地から見ると、一見
穏やかな顔を見せているが、山頂の東側は切り立った断崖と
やせ尾根から成り、神室連峰の一座として険しい顔がある。山
頂手前の三角山には、各局のテレビ塔や12月1日に本放送を
開始した地上デジタル放送の中継基地も設置されている。

表　　紙
の

写　　真

　

十
二
月
九
日
は
、

大
黒
さ
ん
の
年
越

し
だ
。夕
方
に
な

る
と
、掛
け
軸
や

大
黒
さ
ん
の
像
を

飾
り
、ご
ち
そ
う

の
お
膳
を
供
え
る
。

　

ご
は
ん
に
も
、

お
汁
に
も
、ご
ち

そ
う
に
は
必
ず
黒

豆
の
つ
ぶ
し
た
の

を
入
れ
る
。赤
大

根
の
な
ま
す
に
さ

え
、黒
豆
が
入
る
。

 
二
叉 
の
大
根
も
供

ふ
た
ま
た

え
る
が
、こ
れ
は

大
黒
さ
ん
の
わ
か

え（
妻
）だ
と
い
う
。

黒
豆
つ
ぶ
し
は
、朝
の
こ
ど
も
の
手
伝
い
仕
事
だ
っ
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、家
内
中
の
現
金
を
供
え
て
お
ま
い
り
す
る
家
も
あ
っ

た
。そ
の
時
、「
大
黒
さ
ん
、大
黒
さ
ん
、今
年
よ
り
来
年
は
、い
い
耳
き
か
し

て
く
だ
さ
い
」と
い
っ
て
拝
む
家
や
、「
大
黒
、大
黒
、き
っ
か
ず（
つ
ん
ぼ
）大

黒
、耳
あ
げ
で
豆
あ
が
れ
」と
い
い
な
が
ら
、拝
む
家
も
あ
っ
た
。

絵
＝
三
条
正
美
、文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

大
黒
さ
ん
の
年
越
し
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